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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

富
士
山
吉
田
口
登
山
道

第
42
回

富
士
吉
田
市
の
紹
介

　

富
士
吉
田
市
は
山
梨
県
の
南
東
部
、

富
士
山
の
北
麓
に
位
置
し
、
市
内
の
至

る
所
か
ら
富
士
山
が
望
め
る
た
め
、
古

く
か
ら
富
士
山
を
信
仰
す
る
人
々
で
に

ぎ
わ
い
、
平
成
25
年
に
富
士
山
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
は
、
さ

ら
に
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る

“
お
も
て
な
し
”の
ま
ち
で
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
富
士
山
と
五
重
塔
、
桜

を
一
望
で
き
る「
新あ
ら
く
ら
や
ま
せ
ん
げ
ん
こ
う
え
ん

倉
山
浅
間
公
園
」が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
と
な
り
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
の
表
紙
に
も
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
を
含
む
富
士
北
麓
地
域

で
作
ら
れ
る
絹
織
物
は
質
が
高
く
、
本

市
は“
織
物
の
ま
ち
”で
も
あ
る
。
海
抜

７
５
０
ｍ
に
市
街
地
を
形
成
す
る
本
市

は
、
冷
涼
な
気
候
で
、
稲
作
に
適
さ
な

い
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

補
う
た
め
に
人
々
は
機
織
り
を
始
め
、

や
が
て「
郡
内
織
物
」・「
甲か

い

き
斐
絹
」と
呼

ば
れ
る
高
級
織
物
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正
時
代
に
織
機

が
電
力
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
地
域
の
繊

維
産
業
は
大
い
に
発
展
し
た
。

　

な
お
、
本
市
の
う
ど
ん
は
太
く
、
非

常
に
コ
シ
の
あ
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
女
性
が
機
織
り
・
養
蚕
を

担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
代
わ
り
に
男

性
が
食
事
と
し
て
う
ど
ん
を
作
り
、
麺

を
打
つ
際
、
力
任
せ
に
粉
を
練
っ
た
た

め
で
、
本
市
の
繊
維
産
業
の
隆
盛
は
、

名
物「
吉
田
の
う
ど
ん
」を
生
む
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
る
。

富
士
山
吉
田
口
登
山
道

　

恵
み
を
与
え
る
と
同
時
に
、

噴
火
を
繰
り
返
し
、
自
然
災
害

を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
人
々

に
畏い

ふ怖
さ
れ
て
き
た
富
士
山
は

古
来
よ
り
信
仰
の
対
象
と
さ

れ
、
日
本
の
各
地
域
で
は
、
広

く
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
を
行

う
た
め
の
講
社「
富
士
講
」が
組

織
さ
れ
た
。「
富
士
講
」
は
特
に
江
戸
時

代
に
爆
発
的
な
広
が
り
を
見
せ
、「
江

戸
は
広
く
て
八
百
八
町
、
講
は
多
く
て

八
百
八
講
。
江
戸
の
旗
本
八
万
騎
、
江

戸
の
講
中
八
万
人
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど

で
、
多
く
の
方
々
が
富
士
山
頂
を
目
指

し
、
か
つ
て
の
本
市
を
訪
れ
た
。
こ
う

し
た
人
々
に
自
ら
の
住
宅
を
宿
坊
と
し

て
提
供
し
、
登
山
の
お
世
話
を
し
て
い

た
の
が「
御
師
」と
呼
ば
れ
る
方
々
で
あ

る
。
最
盛
期
に
は
80
軒
以
上
も
の
御
師

住
宅
が
本
市
の
上
吉
田
地
区
に
立
ち
並

富
士
山
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち 

富
士
吉
田
市

富ふ

じ

よ

し

だ

士
吉
田
市
長（
山
梨
県
）　
堀ほ

り
う
ち内

　
茂し

げ
る

富士吉田市から富士山頂へ続く「富士山
吉田口登山道」

日本を代表する絶景「新倉山浅間公園」
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ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
も

そ
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

　

長
い
時
が
経
っ
た
今
で
も
、
富
士
登

山
は
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
お
り
、
麓

か
ら
富
士
山
頂
ま
で
登
れ
る
唯
一
の
登

山
道
で
あ
る「
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
」

は
、
富
士
山
の
開
山
期
間
（
７
月
１
日
〜

９
月
10
日
）
だ
け
で
も
、
毎
年
お
よ
そ

20
万
人
も
の
登
山
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　

こ
の
「
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
」
は
、

世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
に

も
な
っ
て
お
り
、
同
じ
く
構
成
資
産
で

あ
る「
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
」内
に

あ
る
登
山
門
を
そ
の
起
点
と
し
、
道
沿

い
に
は
、
信
仰
の
山
で
あ
る
富
士
山
を

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
数
々
の
史
跡
を

今
に
残
し
、
富
士
山
頂
へ
と
続
い
て

い
る
。

富
士
山
吉
田
口
登
山
道
を 

活
用
し
た
事
業
の
取
り
組
み

　

近
代
以
降
、
交
通
網
の
発
達
や
整
備

に
よ
っ
て
、
富
士
山
へ
足
を
運
ぶ
こ
と

が
容
易
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
連
動
す
る

よ
う
に
、
富
士
登
山
に
対
す
る
考
え
方

も
変
化
し
、
信
仰
・
修
行
を
目
的
と
し

た
麓
か
ら
の
登
山
に
代
わ
り
、
観
光
や

ス
ポ
ー
ツ
等
を
目
的
と
し
た
五
合
目
か

ら
の
登
山
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
五

合
目
へ
の
来
訪
者
が
増
加
す
る
一
方

で
、
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
の
魅
力
を

よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
麓
か
ら
の

登
山
道
を
利
用
す
る
登
山
者
が
、
近
年

極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
私

ど
も
は
危
惧
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
世
界
文
化
遺
産

と
し
て
の
富
士
山
と
、
富
士
山
と
と
も

に
育
ん
だ
歴
史
、
文
化
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

特
に
、
吉
田
口
登
山
道
の
歴
史
的
価

値
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
周
知
を
目

的
と
す
る「
歩
こ
っ
！
富
士
山
」事
業
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
は
、

か
つ
て
富
士
講
の
方
々
が
歩
い
た
と
さ

れ
る
ル
ー
ト
を
同
じ
よ
う
に
辿た
ど

る
「
御

山
参
詣
〜
富
士
ま
で
歩
る
講
〜
」
や
、

麓
か
ら
の
登
山
を
推
奨
す
る
た
め
に
、

麓
か
ら
登
山
し
登
頂
し
た
方
へ
「
富
士

山
登
山
認
定
書
」
の
発
行
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
、
富
士
登
山
の
歴
史
や
自
然

を
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、
富
士
山
を
た
だ
登

る
の
で
は
な
く
、
本
市
と
富
士
講
と
の

関
わ
り
や
、
麓
か
ら
五
合
目
ま
で
の
登

山
道
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
音

声
ガ
イ
ド
ア
プ
リ「O

N
 T

H
E T

RIP

」

を
導
入
し
、
五
感
全
て
で
富
士
登
山
を

満
喫
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成

20
年
頃
に
は
２
０
０
０
人
程
度
だ
っ
た

麓
か
ら
の
登
山
者
は
、
現
在
よ
う
や
く

１
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
先
人

が
開
い
て
き
た
こ
の
道
を
末
永
く
未
来

に
残
す
た
め
、
今
後
も
、
富
士
山
と
と

も
に
歩
ん
だ
歴
史
、
文
化
を
大
切
に
守

り
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

日本橋から富士山へ「富士まで歩る講」出発式

一
口
メ
モ

富士山吉田口登山道
　

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
に
伝
わ
る
正
治

２
年
（
１
２
０
０
年
）
の
文
書
に
は
、
富
士

山
吉
田
口
登
山
道
を
含
む
三
つ
の
ル
ー
ト

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
関
東
地
方
を
中

心
に
富
士
講
が
流
行
し
信
仰
目
的
の
登
山

者
が
増
加
。
当
時
、
江
戸
か
ら
吉
田
ま
で

片
道
３
日
、
吉
田
か
ら
富
士
の
頂
上
ま
で

は
往
復
で
２
日
、
全
８
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
あ
る
富
士
山
吉
田
口
登
山
道（
吉
田

ル
ー
ト
）は
、
現
在
全
登
山
者
の
６
割
を
超

え
る
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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企
画
協
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全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」
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